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【事業所概要（事業所記入）】

【外部評価で確認した事業所の優れている点・工夫点（評価機関記入）】
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株式会社　ジョウジマ

グループホーム伊万里

佐賀県伊万里市二里町八谷搦７８１－１

『一人一人が地域の中で土と水と空気と人とふれあい、その人らしく生きていただこう』という理念の下、認知症を患
われても、住み慣れた地域でのびのびと生活していただけるように、ご家族や地域の方々との連携を図り、行事参
加などの交流を持って、開放的な環境づくりをおこなっています。利用者様には、様々な疾患や認知症の度合いの
方がいらっしゃいますが、その方の個性を見極め、個々に応じたケアの実施に努め、お元気な時期から終末期ま
で、ご本人や家族の意向に沿えるよう対応しています。また、身体拘束をしないケアの実践に努め、委員会を立ち
上げ、勉強会や活動をしています。ここ数年は、水害などもあり、災害対策を強化し、地域の方々（区長・民生委員・
消防団等）と連携を密に取るようにしています。

事業所番号

理念にある「その人らしく生きていただこう」という想いが職員に浸透している事業所である。言葉だけではなく、画一
的にならないケア、利用者それぞれに応じたケアの実践にも努めている。代表者が管理者に対し、自分で判断し、
きりもり出来るよう裁量を与えている点も日々の運営がスムーズな要因であろう。また何か事があった時、どうやれば
防げるか等、すぐに話し合う習慣や環境もある。研修や当外部評価はケアを振り返るきっかけと捉え、家族からの率
直な意見にこそ期待している。

事業所名

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

所在地

評価機関名

訪問調査日

法人名

社会福祉法人 佐賀県社会福祉協議会

佐賀県佐賀市鬼丸町７番１８号

【評価機関概要（評価機関記入）】

基本情報リンク先ＵＲＬ

所在地

※事業所の基本情報は、介護サービス情報の公表制度のホームページで閲覧してください。

自己評価作成日
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〔セル内の改行は、（Ａｌｔｷｰ）＋（Ｅｎｔｅｒｷｰ）です。〕

自己評価／ユニットＡ（かえで棟）
（事業所記入欄）

自己評価／ユニットＢ（あかり棟）
（事業所記入欄）

実施状況 実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ．理念に基づく運営

○理念の共有と実践
地域密着型サービスの意義をふまえた事
業所理念をつくり、管理者と職員は、その
理念を共有して実践につなげている

○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続け
られるよう、事業所自体が地域の一員とし
て日常的に交流している

○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている
認知症の人の理解や支援の方法を、地域
の人々に向けて活かしている

○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの
実際、評価への取り組み状況等について
報告や話し合いを行い、そこでの意見を
サービス向上に活かしている

外部評価
（評価機関記入欄）

4

約９０分の会議である。地域役職の
方や行政担当者に加え、利用者や
家族も参加している。行政側は代理
でも必ず出席者を出している。事業
所では、この会議を外部の人の目
が入る貴重な機会と捉え、双方向な
意見交換の場となるよう努めてい
る。最近では災害時の対応に苦心
し、メンバーからの意見をもらうべく
臨時の会議も開いている。

2ヶ月に一回、運営推進会議を実施
し、利用者状況や事業所の取り組
みの報告をおこない、意見をいただ
いている。その中で出た意見を生か
し、災害対策についての話し合いを
地域の方々とおこなった。

2ヶ月に一回、運営推進会議を実施
し、利用者状況や事業所の取り組
みの報告をおこない、意見をいただ
いている。その中で出た意見を生か
し、災害対策についての話し合いを
地域の方々とおこなった。

(3)

運営推進会議で地域の方にも認知
症の理解を呼びかけたり、実習施
設として、地域の学生を対象として
実習生を受け入れる体制はとって
いる。

1

『一人一人が地域の中で土と水と空
気と人とふれあいその人らしく生き
ていただこう』の理念のもと、日々業
務に携わっている。毎日、朝礼で理
念と行動基準（クレド）を読み上げ実
践に努めている。

理念は常に立ち戻る原点として、当
初から変更もなく、想いは引き継が
れている。理念の下にある基本方
針や行動基準の唱和、またそれら
の掲示により意識付けを図ってい
る。年度毎に掲げる各ユニットの目
標は、一人ひとりと向き合っている
現場の声で表現されている。理念
が軸となり、職員の想いも相俟って
実践へと繋がっている。

3

運営推進会議で地域の方にも認知
症の理解を呼びかけたり、実習施
設として、地域の学生を対象として
実習生を受け入れる体制はとって
いる。

2

『一人一人が地域の中で土と水と空
気と人とふれあいその人らしく生き
ていただこう』の理念のもと、日々業
務に携わっている。毎日、朝礼で理
念と行動基準（クレド）を読み上げ実
践に努めている。

隔年の地域の夏祭りに利用者と職
員で出し物を発表したり、町民運動
会や敬老会・市のボランティア祭り
に参加し、地域の方との交流を取っ
ている。（今年は、新型コロナウイル
スの影響で、行事が中止となってい
る。）

自治会に加入し、地域との交流は
積極的に行っている。但し、今年は
コロナ禍の影響で祭り等のイベント
は全て中止となり、例年のような交
流は不可能となった。しかし、専門
知識を活かして相談等に応じる用
意は日頃からあり、近隣住民による
見守りや連絡等を頼める関係も良
好である。

(1)

(2)

隔年の地域の夏祭りに利用者と職
員で出し物を発表したり、町民運動
会や敬老会・市のボランティア祭り
に参加し、地域の方との交流を取っ
ている。（今年は、新型コロナウイル
スの影響で、行事が中止となってい
る。）

自己評価および外部評価結果

外
部

自
己

項　　目
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自己評価／ユニットＡ（かえで棟）
（事業所記入欄）

自己評価／ユニットＢ（あかり棟）
（事業所記入欄）

実施状況 実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価
（評価機関記入欄）外

部
自
己

項　　目

○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、
事業所の実情やケアサービスの取り組み
を積極的に伝えながら、協力関係を築くよ
うに取り組んでいる

○身体拘束をしないケアの実践
代表者及び全ての職員が「指定地域密着
型サービス指定基準及び指定地域密着型
介護予防サービス指定基準における禁止
の対象となる具体的な行為」を正しく理解
しており、玄関の施錠を含めて身体拘束を
しないケアに取り組んでいる

○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止法等に
ついて学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や
事業所内での虐待が見過ごされることが
ないよう注意を払い、防止に努めている

○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業
や成年後見制度について学ぶ機会を持
ち、個々の必要性を関係者と話し合い、そ
れらを活用できるよう支援している

マニュアルを作成し、事業所内の研
修やグループワーク・アンケートを
おこなったり、外部研修に参加し、
虐待に関する理解と防止に向けた
体制作りを行っている。

現在、成年後見人制度を利用され
ている方はいないが、過去に対象
者がおり、成年後見制度に関する
研修会を行ったことがある。また、
パンフレットなど資料を読むなど、理
解を深めている。

8

現在、成年後見人制度を利用され
ている方はいないが、過去に対象
者がおり、成年後見制度に関する
研修会を行い、パンフレットなど資
料を読むなど、理解を深めている。

6

身体拘束廃止に向けたマニュアル
があり、研修会をおこない、知識を
深めている。身体拘束防止委員会
では、３ｹ月毎に検討をおこない、半
年に１回２事業所合同での検討会
議を開催し意見を出し合っている。3
ｹ月1回のユニット会議でも解除の
方向へできないか話し合いを行い、
拘束をしないケアができるよう取り
組んでいる。

入居契約時に指針の説明を行って
いる。職員は身体拘束の内容とそ
の弊害も理解しており、安全面や危
険防止を理由に正当化する事もな
い。自己評価に記された具体的な
取り組みからは、止むを得ず実施す
る場合であっても解除に向けた工
夫や方法が常に話し合われている
のが窺える。また玄関に施錠はな
く、利用者の安全は職員の目配り
等で支援され、行動を抑えることは
ない。職員は毎月自己チェックを行
い、仮に不適切なケアがみられた
場合は全体の事として捉え問題提
起するとしている。指導ではなくアド
バイス的な言い方も心掛けている。

7

マニュアルを作成し、研修会では、
グループワークや年に2回虐待の芽
チェックリストを実施し、各委員が集
計した結果を職員へ回覧し、再度認
識し,虐待に関する理解と防止に努
めている。

身体拘束廃止に向けたマニュアル
があり、3か月に1回の身体拘束防
止委員会の話し合いや社内研修・
社外研修に参加し、身体拘束をしな
いケアの理解や取り組みを行って
いる。現在、新規の利用者様で転
倒・骨折の恐れが高い方がおり、
ベッド柵を使用している方がいる
が、ホームの生活に慣れてこられた
ら、直ちに解除する予定である。

日頃から顔なじみであり、異動で担
当が変わる際の連絡もある。問い
合わせ等には電話を掛けたり、直
接出向いたり、またメールも活用し
ながら実直に対応してもらえる関係
を築いている。例えば、地区にある
防災放送が聞こえ難い、緊急時に
は不安である旨を相談すると、個別
に電話とファックスによる連絡が入
るよう改められた。これは他施設に
も展開され、行政側との協働関係を
表すものである。

(5)

(4)5

運営推進会議や市主催のコミュニ
ティーケア会議・ケアマネ連絡協議
会等に参加し、行政や他事業所と
意見・情報交換を行っている。

運営推進会議や市主催のコミュニ
ティーケア会議・ケアマネ連絡協議
会等に参加し、行政や他事業所と
意見・情報交換を行っている。
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自己評価／ユニットＡ（かえで棟）
（事業所記入欄）

自己評価／ユニットＢ（あかり棟）
（事業所記入欄）

実施状況 実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価
（評価機関記入欄）外

部
自
己

項　　目

○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又は改定等の際は、利
用者や家族等の不安や疑問点を尋ね、十
分な説明を行い理解・納得を図っている

○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や
職員並びに外部者へ表せる機会を設け、
それらを運営に反映させている

○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の
意見や提案を聞く機会を設け、反映させて
いる

契約の締結や解約、改定などに関
しては、入居時に利用者や家族に
説明し、不明な点がないか確認して
いる。心配な点や疑問はその都度
説明している

毎月のスタッフ会議や研修、ユニッ
ト会議や日々の業務の中で職員の
意見を聞く機会がある。その意見を
経営陣や管理者クラスの会議で検
討するなどしている。

玄関ロビーに意見箱を設置し、随
時、意見や要望・苦情を受け付けて
いる。また、面会時などに直接、意
見を伺い、上司に報告したり、会議
で意見を挙げ、運営等に反映させ
ている。

(7)11

10

玄関ロビーに意見箱を設置し、随
時、意見や要望・苦情を受け付けら
れるようにしているが、書いてもらう
までには浸透していない為、面会時
などに直接、意見をお聞きし、上司
に報告したり、会議で意見を挙げ、
運営等に反映させている。

現在のコロナ禍では面会も不自由
なものとなっているが、通常であれ
ば家族の来所は多い。遠方に住む
家族には定期的に電話連絡も行っ
ている。現状では面会時間も限られ
ているが、些細な事でも話してもら
えるよう努めている。今回の家族ア
ンケートでは「話を聞いてくれる」
「サービスには満足」という答えが殆
どだが、事業所には率直な意見で
あってもきちんと対応する姿勢があ
り、前向きに活かす体制もある。

(6)

毎月のスタッフ会議や研修、ユニッ
ト会議や日々の業務の中で職員の
意見を聞く機会がある。その意見を
経営陣や管理者クラスの会議で検
討するなどしている。

毎月の職員会議には休みの人も出
席し、２ユニット合同で開いている。
約２時間を要し、ヒヤリハットや行
事、各委員会からの報告等々が主
な内容である。当日の夜勤者も入
れ替わりで参加し、情報は全員に
共有されている。限られた時間をス
ムーズに進めるため内容の事前周
知も行っており、各自が意見を考え
ておく事にも役立っている。管理者
は職場環境にも配慮が必要で、日
頃から職員への声掛け等でコミュニ
ケーションを図り、定時での帰宅や
休暇希望、また上席へ現場の声を
届ける事にも対処している。職員の
体のケアや介護器具など、先を見
据えた検討も行っている。

契約の締結や解約、改定などに関
しては、入居時に利用者や家族に
説明し、不明な点がないか確認して
いる。心配な点や疑問はその都度
説明している

9
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自己評価／ユニットＡ（かえで棟）
（事業所記入欄）

自己評価／ユニットＢ（あかり棟）
（事業所記入欄）

実施状況 実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価
（評価機関記入欄）外

部
自
己

項　　目

○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実
績、勤務状況を把握し、給与水準、労働時
間、やりがいなど、各自が向上心を持って
働けるよう職場環境・条件の整備に努めて
いる

○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケ
アの実際と力量を把握し、法人内外の研
修を受ける機会の確保や、働きながらト
レーニングしていくことを進めている

○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流
する機会をつくり、ネットワークづくりや勉
強会、相互訪問等の活動を通じて、サービ
スの質を向上させていく取り組みをしてい
る

○初期に築く本人との信頼関係
サービスの利用を開始する段階で、本人
が困っていること、不安なこと、要望等に耳
を傾けながら、本人の安心を確保するため
の関係づくりに努めている

○初期に築く家族等との信頼関係
サービスの利用を開始する段階で、家族
等が困っていること、不安なこと、要望等に
耳を傾けながら、関係づくりに努めている

社内研修はもちろん、職員個々に
合わせた社外研修に参加をしてい
る。また、働きながら、資格取得でき
る研修への参加が出来るよう、勤務
調整をし、職員教育の取り組みをし
ている。

グループホーム協会主催の研修に
参加し、同業者との交流、ネット
ワーク作りをおこない、グループ
ワークや事例発表を行うことで、良
いものを取り入れ、参考にしてい
る。

14

Ⅱ．安心と信頼に向けた関係づくりと支援

12

資格等の有無以外に、勤務態度や
出勤状況などを見て、評価をおこ
なっている。また、高年齢の職員に
は、体調や能力にあった業務を整
備するなど安全な職場環境づくりに
努めている。

資格等の有無以外に、勤務態度や
出勤状況などを見て、評価をおこ
なっている。また、高年齢の職員に
は、体調や能力にあった業務を整
備するなど安全な職場環境づくりに
努めている。

グループホーム協会主催の研修に
参加し、同業者との交流、ネット
ワーク作りをおこない、グループ
ワークや事例発表を行うことで、良
いものを取り入れ、参考にしてい
る。

15

入居希望の段階で、本人の状況や
要望・困っていることは把握してお
り、利用開始された時も不安を与え
ないよう話題を提供したり、必要な
援助が出来るような関係づくりに努
めている。

入居希望の段階で、本人の状況や
要望・困っていることは把握してお
り、利用開始された時も不安を与え
ないよう話題を提供したり、必要な
援助が出来るような関係づくりに努
めている。

入居希望の段階で、ご家族の状況
や要望・困っていることは把握して
おり、利用開始された時も状況を報
告したり、信頼関係づくりに努めて
いる。

16

入居希望の段階で、ご家族の状況
や要望・困っていることは把握して
おり、利用開始された時も状況を報
告したり、信頼関係づくりに努めて
いる。

13

社内研修はもちろん、職員個々に
合わせた社外研修に参加をしてい
る。また、働きながら、資格取得でき
る研修への参加が出来るよう、勤務
調整をし、職員教育の取り組みをし
ている。
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自己評価／ユニットＡ（かえで棟）
（事業所記入欄）

自己評価／ユニットＢ（あかり棟）
（事業所記入欄）

実施状況 実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価
（評価機関記入欄）外

部
自
己

項　　目

○初期対応の見極めと支援
サービスの利用を開始する段階で、本人と
家族等が「その時」まず必要としている支
援を見極め、他のサービス利用も含めた
対応に努めている

○本人と共に過ごし支え合う関係
職員は、本人を介護される一方の立場に
置かず、暮らしを共にする者同士の関係を
築いている

○本人と共に支え合う家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場に
置かず、本人と家族の絆を大切にしなが
ら、共に本人を支えていく関係を築いてい
る

○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの
人や場所との関係が途切れないよう、支
援に努めている

食事の準備や買い物、洗濯物たた
みや掃除など利用者の力を発揮で
きる環境を作り、職員や他の利用者
との共同作業をおこない、特別扱い
せず、暮らしを共にする関係が出来
ている。

利用者の状況に変化があれば、す
ぐに連絡し、情報を共有している。
ホームの行事にも参加やお手伝い
をして頂き、職員と共に支え合う関
係作りに努めている。

通常、家族や兄弟、友人の面会や
外出など随時受け付けている。日
中、いつでも面会できるが、現在
は、面会制限をしている為、電話で
の対応をおこない、関係が途切れ
ないよう援助している。

利用者の状況に変化があれば、す
ぐに連絡し、情報を共有している。
ホームの行事にも参加やお手伝い
をして頂き、職員と共に支え合う関
係作りに努めている。

(8)20

19

入居1週間は体験入居とし、他の
サービスの利用も考慮しながら、本
人や家族の意向を聞き、本契約を
取っている。

入居1週間は体験入居とし、他の
サービスの利用も考慮しながら、本
人や家族の意向を聞き、本契約を
取っている。

入居時、自宅で使用していた家具を
持ってきてもらうなどしている。家族
以外の方の面会や外出も随時受け
付けているが、現在は面会制限をし
ており、電話対応をしている。これま
での関係を途切れないよう支援して
いる。

入居にあたり、これまでの人間関係
の把握を行っている。本人や家族、
担当のケアマネージャーはもとよ
り、利用していたサービス事業所
や、場合によっては医療関係者から
も話を聞き情報を集めている。それ
らが基になり具体的な支援へと繋
げている。例えば、電話の使用はい
つでも可能であり、手紙の代行もあ
る。盆正月の帰宅（宿泊もあり）や
墓参りなどコロナ禍でなければ出来
ていた事は多い。この状況が利用
者に過度のストレスを与えないよ
う、また関係が途切れないよう心を
砕いている。

18

朝は自室や廊下の掃除機かけ、
モップかけ、食事の下ごしらえ（玉
ねぎ、ジャガイモ、人参の皮むき、も
やしの根とり等）食器拭き、洗濯物
干しや取り込み、洗濯たたみなどで
きる範囲で自分の仕事として行って
おられ、暮らしを共にする者同士の
関係が出来ている。

17
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自己評価／ユニットＡ（かえで棟）
（事業所記入欄）

自己評価／ユニットＢ（あかり棟）
（事業所記入欄）

実施状況 実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価
（評価機関記入欄）外

部
自
己

項　　目

○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが
孤立せずに利用者同士が関わり合い、支
え合えるような支援に努めている

○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これま
での関係性を大切にしながら、必要に応じ
て本人・家族の経過をフォローし、相談や
支援に努めている

○思いや意向の把握
一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向
の把握に努めている。困難な場合は、本
人本位に検討している。

○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、
生活環境、これまでのサービス利用の経
過等の把握に努めている

利用者同士の関係性を理解し、
テーブルの配置や席順を工夫して
いる。女性利用者は会話も多く、一
緒に活動などが行えるが、男性は1
人の時間が多くなりがちなので、職
員が出来るだけ関わりを持つように
している。

長期入院などで契約更新が出来な
い場合、その後の生活のマネジメン
ト等の外部依頼をし、支援してい
る。相談なども受け付けている。

24

利用者本人の生活歴や生活環境、
これまでのサービス利用の経過等
を担当ケアマネや家族・本人に聞
き、情報を職員全員が把握できるよ
うにしている。

(9)23

入居時の情報や本人・家族の思い
や希望を聞き、意向に沿えるよう努
めている。認知症状がひどく、自分
では希望を言えない方は生活歴な
どを考慮し、本人の立場に立って考
えている。

利用者が想いを伝えやすくするた
め、日頃の関わり方にもアイデアが
ある。例えば、飲み物は数種類のメ
ニューから自分で選んでもらい、懐
かしい図柄を使った塗り絵では、そ
れをきっかけに思い出が語られる
事もある。家族から縫物が得意だっ
たと教えてもらったり、入浴中のリ
ラックスした中で想いが聞けたり、ま
た隣で話し相手をしている時にふっ
と話してくれる事もある。スキンシッ
プも交えながら寄り添っているケア
は、介護のためではなく生活を支え
るためという意識が窺える。聞き
取った事は口頭やノートに記し共有
を図っている。そこからケアプランに
反映させた例もある。

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

入居時の情報や本人・家族の思い
や希望を聞き、意向に沿えるよう努
めている。認知症状がひどく、自分
では希望を言えない方は生活歴な
どを考慮し、本人の立場に立って考
えている。

利用者本人の生活歴や生活環境、
これまでのサービス利用の経過等
を担当ケアマネや家族・本人に聞
き、情報を職員全員が把握できるよ
うにしている。

21

共同スペース（リビング）での会話
が弾むようにテーブルやソファーを
配置している。また、難聴の方もあ
り、会話の橋渡しをおこなっている。
どうしても、暴言、罵声、大声を上げ
る方が一人おられ、対応できない場
合は居室で過ごしてもらうこともあ
る。

22

長期入院などで契約更新が出来な
い場合、その後の生活のマネジメン
ト等の外部依頼をし、支援してい
る。相談なども受け付けている。
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自己評価／ユニットＡ（かえで棟）
（事業所記入欄）

自己評価／ユニットＢ（あかり棟）
（事業所記入欄）

実施状況 実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価
（評価機関記入欄）外

部
自
己

項　　目

○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、
有する力等の現状の把握に努めている

○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアの
あり方について、本人、家族、必要な関係
者と話し合い、それぞれの意見やアイディ
アを反映し、現状に即した介護計画を作成
している

○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや
工夫を個別記録に記入し、職員間で情報
を共有しながら実践や介護計画の見直し
に活かしている

○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれる
ニーズに対応して、既存のサービスに捉わ
れない、柔軟な支援やサービスの多機能
化に取り組んでいる

通院介助や入退院時の対応（洗濯
物や必要物品の準備など）を家族
が出来ない場合、代行したり、既存
のサービス以外の支援も柔軟に対
応している。

28

(10)

通院介助や入退院時の対応（洗濯
物や必要物品の準備など）を家族
が出来ない場合、代行したり、既存
のサービス以外の支援も柔軟に対
応している。

利用者1人1人の過ごし方を記録し、
職員間で申し送ったり、ノートを活用
することで、情報共有し、それを元
に身体状況や残存機能、排泄リズ
ム等の把握に努めている。

26

本人の身体や認知症状を観察し、
家族の意見や主治医のコメント等を
参考に介護計画を作成している。特
に、認知症状が強く、自分の意思を
言えない方は、行動や何気ない言
葉をヒントに課題を立て、計画作成
している。

ケアプランについて家族アンケート
では回答者全員が「分かりやすく説
明を受け、一緒に話し合っている」と
答えている。プランには日々のケア
の中で気付いた事、面会や電話で
の会話から汲み取った想いが組み
込まれている。見直し設定期間は
様々で、入居して間もない時期は毎
月、その後、３か月毎、６か月毎と
状況に合わせている。その間に変
化があれば臨機応変な対応も行っ
ている。個別記録簿により実施状況
は把握され、毎月のモニタリングは
担当職員によって確認されている。

利用者の個別記録や介護計画を毎
日チェックし、1か月ごとに評価して
いる。3か月おきのユニット会議にに
て意見を出し合っている。現状と計
画が一致しているかその都度、見
直しを行っている。

27

利用者の個別記録や介護計画を毎
日チェックし、1か月ごとに評価して
いる。3か月おきのユニット会議にに
て意見を出し合っている。現状と計
画が一致しているかその都度、見
直しを行っている。

本人の身体や認知症状を観察し、
家族の意見や主治医のコメント等を
参考に介護計画を作成している。特
に、認知症状が強く、自分の意思を
言えない方は、行動や何気ない言
葉をヒントに課題を立て、計画作成
している。

25

利用者1人1人の過ごし方を記録し、
それを元に身体状況や残存機能、
排泄リズム等の把握に努めている。
また、こんな事ができたと、新しい発
見などがある場合は記録に残し、申
し送りノート活用するなど、スタッフ
に浸透するようにしている。
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自己評価／ユニットＡ（かえで棟）
（事業所記入欄）

自己評価／ユニットＢ（あかり棟）
（事業所記入欄）

実施状況 実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価
（評価機関記入欄）外

部
自
己

項　　目

○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源
を把握し、本人が心身の力を発揮しながら
安全で豊かな暮らしを楽しむことができる
よう支援している

○かかりつけ医の受診診断
受診は、本人及び家族等の希望を大切に
し、納得が得られたかかりつけ医と事業所
の関係を築きながら、適切な医療を受けら
れるように支援している

○看護職員との協働
介護職員は、日常の関わりの中でとらえた
情報や気づきを、職場内の看護職員や訪
問看護師等に伝えて相談し、個々の利用
者が適切な受診や看護を受けられるよう
に支援している

○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できる
ように、また、できるだけ早期に退院できる
ように、病院関係者との情報交換や相談
に努めている。又は、そうした場合に備え
て病院関係者との関係づくりを行ってい
る。

地域のボランティア（お茶会・バイオ
リン演奏・コーラス・手芸など）の協
力を得、趣味や娯楽を楽しんで頂い
ていたが、現在は、中止している
為、職員が対応している。

利用者や家族の希望により、入居
前からのかかりつけ医を継続して利
用できるように通院援助を行ってい
る。特にかかりつけがない方は、事
業所の協力病院を紹介し、適切な
医療が受けれるようにしている。

毎日バイタル測定を実施し、顔色や
状態の確認を行っている。異変があ
れば、速やかに事業所内の看護師
やかかりつけ病院の看護師に報告
をし、早期対応に心がけている。

入院の際は、利用者情報（特に認
知症状による問題点）を詳しく説明
し、入院中も適切な対応をしてもら
えるよう連携を取っている。また、回
復具合を見て、出来るだけ元の生
活に戻れるよう働きかけを行ってい
る。

32

入院の際は、利用者情報（特に認
知症状による問題点）を詳しく説明
し、入院中も適切な対応をしてもら
えるよう連携を取っている。また、回
復具合を見て、出来るだけ元の生
活に戻れるよう働きかけを行ってい
る。

31

毎日バイタル測定を実施し、顔色や
状態の確認を行っている。異変があ
れば、速やかに事業所内の看護師
やかかりつけ病院の看護師に報告
をし、早期対応に心がけている。

30

利用者や家族の希望により、入居
前からのかかりつけ医を継続して利
用できるように通院援助を行ってい
る。特にかかりつけがない方は、事
業所の協力病院を紹介し、適切な
医療が受けれるようにしている。

かかりつけ医は様々で、入居後に
説明を受け納得して協力医への変
更を希望した方、昔からの馴染み
の医師の元へ通う方、元々、協力
医の患者だった方がいる。診療科
目によって病院を探す際も本人や
家族に尋ね希望に沿っている。受
診には職員が同行し、定期受診以
外は家族への報告も当日中に行っ
ている。家族アンケートでは殆どが
「健康管理や安全面などに不安は
ない」と答えているが、「少しある」の
回答にも応えていこうとしている。事
業所と家族の信頼関係も大切にし
ながら、適切な医療が受けられるよ
う支援している。

地域のボランティア（お茶会・バイオ
リン演奏・コーラス・手芸など）の協
力を得、趣味や娯楽を楽しんで頂い
ていたが、現在は、中止している
為、職員が対応している。

29

(11)
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自己評価／ユニットＡ（かえで棟）
（事業所記入欄）

自己評価／ユニットＢ（あかり棟）
（事業所記入欄）

実施状況 実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価
（評価機関記入欄）外

部
自
己

項　　目

○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方につい
て、早い段階から本人・家族等と話し合い
を行い、事業所でできることを十分に説明
しながら方針を共有し、地域の関係者と共
にチームで支援に取り組んでいる

○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全
ての職員は応急手当や初期対応の訓練を
定期的に行い、実践力を身に付けている

ターミナルの方針や指針・同意書を
作成しており、医師からの指摘を受
けた場合、本人や家族の意向を確
認しながら終末期の話し合いを行っ
ている。

急変時の対応や事故発生時の動き
をマニュアル化し、心肺蘇生やＡＥ
Ｄの取扱い、ハイムリック法・吸引器
の取り扱いなどの救急対応に備え
ている。

34

急変時の対応や事故発生時の動き
をマニュアル化し、心肺蘇生やＡＥ
Ｄの取扱い、ハイムリック法・吸引器
の取り扱いなどの救急対応に備え
ている。

33 (12)

ターミナルの方針や指針・同意書を
作成しており、医師からの指摘を受
けた場合、本人や家族の意向を確
認しながら終末期の話し合いを行っ
ている。

入居契約時に指針の説明を行って
いる。「最期に至る時間を当事業所
で生きる」と記しているように、これ
まで多くの利用者と関わっている。
その経験と日頃からの研修は、安
心して納得した最期を迎えてもらう
ための基礎となっている。キーパー
ソンだけではなく家族で想いをまと
めてもらう事をお願いし、医師によ
る説明も行っている。容態が変化す
る度に揺れ動く家族の気持ちに寄り
添いながら、話し合いは何度でも重
ねる事としている。また家族向け
に、症状の変化等を分かりやすく説
いた冊子の用意も検討している。

10/19



自己評価／ユニットＡ（かえで棟）
（事業所記入欄）

自己評価／ユニットＢ（あかり棟）
（事業所記入欄）

実施状況 実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価
（評価機関記入欄）外

部
自
己

項　　目

○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を
問わず利用者が避難できる方法を全職員
が身につけるとともに、地域との協力体制
を築いている

○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライ
バシーを損ねない言葉かけや対応をして
いる

個性や人格を尊重し、プライドを傷
つけない対応や言葉かけに気を付
けている。特に、スピーチロックに
なっていないか気を付け、接遇の勉
強会を行うなどし、職員の意識付け
をしている。

日ごろから、防災用品の準備や地
域の方々と話し合いをし、緊急事態
に備えるように心がけている。毎年
2回（日中・夜間）の避難・通報訓練
では、地域の消防団や民生委員・
区長、ホーム近隣住民の方にも訓
練に参加してもらい、連携に努めて
いる。

利用者１人１人の個性や人格を尊
重し、プライドを傷つけない対応や
言葉遣いに気を付けている。また、
年2回実施している虐待の芽チェッ
クリスト調査の中にある様に本人が
気づかないで使っている言葉があ
り、調査結果からまだ改善する場面
を見つけ、反省、意識づけに繋げて
いる。

35 (13)

36 (14)

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

毎年2回の避難・通報訓練をおこ
なっている。地域の消防団や民生
委員・区長、ホーム近隣住民の方に
も訓練に参加してもらい、連携に努
めている。ここ数年、大雨時、道路
が通行止めになるなど、水害の危
険があり、利用者の安全を守るた
め、ボートやライフジャケットの購
入、地域の方々との災害時の話し
合いをおこなった。又避難レベル3
が出た場合に実際に避難を行い、
どのくらい時間がかかるかなどの訓
練を行う予定である。

訓練は実際の夜間（薄暗くなる頃）
でも行い、利用者も一緒に避難を体
験している。職員は通報装置や消
火器の使い方も承知している。また
一斉連絡網には区長の登録があ
り、消防団へは消防署から流れるシ
ステムがある。連絡があれば直ちに
各役員へ知らせ駆け付ける手筈に
なっている。自己評価にあるように
ライフジャケット等の準備もあり、自
然災害への備えとしている。非常食
や水、寒さを凌げる物の備蓄もあ
る。火災か自然災害かによって一
次避難先は異なるが、家族にも避
難場所を知らせておくことは必要と
考えている。訓練で見えた課題等は
その場で話し合われ、改善策は速
やかに周知している。コロナ禍では
訓練もままならない状況にあるが、
災害別に避難経路の見える化や手
順作りに取り組み、迅速な対応が出
来るよう努めている。

事業所では「虐待の芽チェック」を全
員が行っている。日頃からプライバ
シー等には十分な配慮がみられる
が、「気付かずに」を無くすためであ
り、早く対処する、即ち芽を摘む手
段でもある。トイレや入浴の介助で
は最も配慮が求められる場面だ
が、ドアは閉めるなど基本的な事を
きちんと行っている。また個人情報
の取り扱いに対する職員の意識も
高い。玄関の表札や居室の名札、
ホーム便りへの掲載等々、全て入
居時に承諾を得ている。
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自己評価／ユニットＡ（かえで棟）
（事業所記入欄）

自己評価／ユニットＢ（あかり棟）
（事業所記入欄）

実施状況 実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価
（評価機関記入欄）外

部
自
己

項　　目

○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表し
たり、自己決定できるように働きかけてい
る

○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのでは
なく、一人ひとりのペースを大切にし、その
日をどのように過ごしたいか、希望にそっ
て支援している

○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができ
るように支援している

○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひと
りの好みや力を活かしながら、利用者と職
員が一緒に準備や食事、片付けをしてい
る

日々の生活の中で、要望や思いを
言えるように働きかけている。しか
し、重度の認知症で希望が出せな
い方もおり、その場合、意思を表出
しやすいよう、職員が働きかけてい
る。飲み物やおやつを選んでもらう
など簡単な事から自己決定できる
場面を増やしている。

日常生活の基本的な流れはある
が、それにとらわれず、利用者の希
望や特性に合わせた過ごし方がで
きるよう援助したいる。食事の時間
や場所も、その方の要望で、ずらし
たり、自室で召し上がるなど柔軟に
対応している。

髪形や服装など好みを言えない方
は、その人らしい身だしなみが出来
るように準備をしたり、介助をしてい
る。女性の方は、お化粧やマニキュ
アを施したり、男性の方は、嫌がら
れる時もあるが、髭剃りや髪を整え
ている。

調理の前に献立を伝え、必要な野
菜はどんなもので皮むき等の手伝
いを依頼したり、調理の途中で味見
をしてもらっている。食べる前には
今日の献立を発表するなど楽しん
で食事が出来ている。利用者１人１
人の得意分野を生かしながら、食
事の準備から後片付けまで一緒に
行っている。

日々の生活の中で、要望や思いを
言えるように働きかけている。おや
つの時間は飲み物メニュー表（10種
類）から、自分の飲みたいものをメ
モに書いてもらう等、簡単な事から
行い、又、レクの時間以外でもでき
るように塗り絵、本読み、間違い探
し等、準備しておき、自分で選択で
きるように工夫している。

日常生活の基本的な流れはある
が、それにとらわれず、利用者の希
望や特性に合わせた過ごし方がで
きるよう援助している。食事の時間
もその方の要望で、ずらしたり、居
室で休みたいと希望されれば、休ん
でもらう等柔軟に対応できている。

髪形や服装など好みを言える方
は、その人らしい身だしなみが出来
るよう支援している。大きな行事の
際は女性の方は、お化粧やマニ
キュア、ネックレス、ブーケ等の準
備をし、喜んでもらっている。

献立を考える給食委員がおり、居酒
屋の日、カレーの日、混ぜご飯の日
など楽しみとなる日も組み込まれて
いる。利用者の好き嫌いやアレル
ギー有無の把握もしており、苦手な
食材等には代替えも用意される。出
来るだけ自分で口へ運んでほしいと
の想いから介助は最小限に止めて
いる。準備や片付けを手伝う利用者
もあり、暮らしの中で目標を立て、
出来るとシールを貼る褒美は他の
場面でも励みとなっている。誕生日
は当日に祝い、本人が希望する食
事や手作りケーキも用意される。利
用者と職員は一緒にテーブルを囲
み、同じものを食べながら笑い声も
聞かれ、和やかな食事風景である。

野菜の皮むきや食器拭きなどを職
員や利用者同士でおこない、利用
者１人１人の得意分野を生かしなが
ら、食事の準備を行っている。

(15)

37

38

39

40
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自己評価／ユニットＡ（かえで棟）
（事業所記入欄）

自己評価／ユニットＢ（あかり棟）
（事業所記入欄）

実施状況 実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価
（評価機関記入欄）外

部
自
己

項　　目

○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日
を通じて確保できるよう、一人ひとりの状
態や力、習慣に応じた支援をしている

○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食
後、一人ひとりの口腔状態や本人の力に
応じた口腔ケアをしている

○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一
人ひとりの力や排泄のパターン、習慣を活
かして、トイレでの排泄や排泄の自立に向
けた支援を行っている

○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食
物の工夫や運動への働きかけ等、個々に
応じた予防に取り組んでいる

利用者個別の排泄パターンの把握
をするため、記録を取り分析してい
る。誘導や介助をおこない、失禁を
減らし、必要以上にオムツを使わな
い自立した排泄を支援している。

毎食後、口腔ケアをおこない、清潔
保持と誤嚥性肺炎予防に努めてい
る。ご自分でできない方は、入れ歯
の手入れなど介助をし、口腔ケア用
品は、消毒し、清潔保持に努めてい
る。

排便チェック表を作成し、有無の把
握や排便間隔を分析し、水分や運
動、食物繊維の多い食事や乳製品
などを取り入れ、排便を促してい
る。改善が見られない時は、医師に
相談し、その方にあった便秘薬を調
整し、排便のコントロールが出来て
いる。

排便の有無の把握や排便間隔を分
析し、水分や運動、食物繊維の多
い食事や乳製品などを取り入れ、
排便を促している。改善が見られな
い時は、便秘薬で調整をしている。

排泄記録からパターンを分析した結
果は、失禁減やオムツ類の使用枚
数減にも繋がっている。声掛けや誘
導が功を奏した結果である。この支
援により入居後にオムツ使用から
改善した例もある。また記録簿にオ
ムツの種類等を記入しておくことで
次回購入品のヒントにもなってい
る。トイレ内は広く、車椅子でもゆと
りがある。手すりや可動式ひじ掛け
が設置され、自立を促す補助具とし
て役立っている。

献立は同じですが、その方の状態
により、８割にしたり、塩分を控えた
り、ご飯の量を計って出している。
水分も飲んでもらえない方には、お
茶ゼリーにしたり工夫している。

毎食後、口腔ケアをおこない、清潔
保持と誤嚥性肺炎予防に努めてい
る。ご自分でできない方は、入れ歯
の手入れなど介助をし、口腔ケア用
品は、消毒し、清潔保持に努めてい
る。

利用者個別の排泄パターンの把握
をするため、記録を取り分析してい
る。誘導や介助をおこない、失禁を
減らし、必要以上にオムツを使わな
い自立した排泄を支援している。

利用者の身体状況に応じて、量や
形状、水分量を調整している。介助
が必要であれば援助し、食事量が
低下している方には、医師に相談
し、栄養補助ドリンク等を処方しても
らうなど、栄養バランスに注意して
いる。

43

44

(16)

41

42
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自己評価／ユニットＡ（かえで棟）
（事業所記入欄）

自己評価／ユニットＢ（あかり棟）
（事業所記入欄）

実施状況 実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価
（評価機関記入欄）外

部
自
己

項　　目

○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて
入浴を楽しめるように、職員の都合で曜日
や時間帯を決めてしまわずに、個々に応じ
た入浴の支援をしている

○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況
に応じて、休息したり、安心して気持ちよく
眠れるよう支援している

○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副
作用、用法や用量について理解しており、
服薬の支援と症状の変化の確認に努めて
いる

○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるよう
に、一人ひとりの生活歴や力を活かした役
割、嗜好品、楽しみごと、気分転換等の支
援をしている

以前の趣味や生活歴を把握し、現
在の身体状況や認知症状を照らし
合わせ、現在のレベルに合った楽し
み（ぬり絵・脳トレ・計算ドリル・手
芸・カラオケなど）や役割（掃除や洗
濯物たたみなど）を持ってもらい、自
信につなげている。

基本的に毎日入浴を実施し、体調
や利用者の希望に沿って入浴して
いる。入浴をされない日は、清拭や
更衣をおこない、清潔保持に努めて
いる。

以前の趣味や生活歴を把握し、現
在の身体状況や認知症状を照らし
合わせ、現在のレベルに合った楽し
み（ぬり絵・脳トレ・計算ドリル・手
芸・カラオケなど）や役割（掃除や洗
濯物たたみなど）を持ってもらい、
【やってみよう】という利用者が出来
るチャレンジを表に書いてもらい、
出来たらシールを貼るようにし、自
信につなげている。

それぞれ自由に自室で休息をとっ
たり、利用者が安心できる環境で過
ごしてもらっている。リビングにも3人
掛けのソファーを3台置き、個々自
由にゆっくりと休息する時間をとれ
るよう支援している。

薬の内容や容量などを処方一覧で
確認し、把握に努めている。利用者
個別の医療ノートを準備し、受診し
た際に受診内容や処方内容を記入
し、薬の変更などは申し送りノートに
も記載し、確実に職員間で情報を共
有している。処方が変更になった際
は、状態変化に注意している。

それぞれ自由に自室で休息をとっ
たり、利用者が安心できる環境で過
ごしてもらっている。リビングにも
ベッドを配置し、自由に休んでいた
だけるようにいている。

薬の内容や容量などを処方一覧で
確認し、把握に努めている。利用者
個別の医療ノートを準備し、受診し
た際に受診内容や処方内容を記入
し、職員間で情報を共有している。
処方が変更になった際は、状態変
化に注意している。

入浴は毎日でも可能である。水素
風呂という水素を発生させる器具を
浸ける事によって、皮膚疾患等にも
効果がみられている。浴室には暖
房設備があり、冬場のヒートショック
対策となっている。季節を感じてもら
うために柚子湯や菖蒲湯も提供し
ている。拒む方には職員のテクニッ
クで対応し、入浴後は気持ちよかっ
たとの声も聞かれる。衣服の脱ぎ着
は出来るだけ本人に任せ、見守り
の支援である。

基本的に毎日入浴を実施し、体調
や利用者の希望に沿って入浴して
いる。入浴をされない日は、清拭や
更衣をおこない、清潔保持に努めて
いる。

45 (17)

47

46

48
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自己評価／ユニットＡ（かえで棟）
（事業所記入欄）

自己評価／ユニットＢ（あかり棟）
（事業所記入欄）

実施状況 実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価
（評価機関記入欄）外

部
自
己

項　　目

○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外
に出かけられるよう支援に努めている。ま
た、普段は行けないような場所でも、本人
の希望を把握し、家族や地域の人々と協
力しながら出かけられるように支援してい
る

○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを
理解しており、一人ひとりの希望や力に応
じて、お金を所持したり使えるように支援し
ている

○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をした
り、手紙のやり取りができるように支援をし
ている

利用者の体調をを見ながら、外出
やドライブ・イベントなどにお連れす
るようにしている。家族が外出や散
髪にお連れすることもあり、職員と
家族とで協力しあいながら援助して
いる。現在は、コロナ渦にあり、基
本的には外出ができないが、状況
に応じ、感染予防対策を取りながら
対応は考えている。

利用者の管理能力を見ながら、お
金の所持をしてもらっている。現在
は1名の方が所持されている。その
他の方は職員が管理し、必要時に
はご本人に買い物してもらい、管理
している中からお出しするようにして
いる。

利用者の管理能力を見ながら、お
金の所持をしてもらっていたが、現
在は対象者がいない為、職員が管
理し、必要時にお出しするようにし
ている。

電話は共有スペース（リビング）にあ
り、自由に使用できるように配置し
ている。電話のやり取りや手紙を発
送したり、代行をすることで、家族や
知人とのつながりを支援している。

電話は共有スペース（リビング）にあ
り、自由に使用できるように配置し
ている。電話のやり取りや手紙を発
送したり、代行をすることで、家族や
知人とのつながりを支援している。

コロナ禍以前は月に一度の外食
や、職員との買い物、ドライブ等も
自由に出掛けていた。本人から希
望があったり、テレビ等からの話題
を振れば興味を示す利用者もあっ
て外出を楽しんでいた。現在は自粛
の日々ではあるが、状況をみながら
検討も始めている。また事業所周辺
への散歩は変わりなく行っており、
五感の刺激にも繋がっている。車椅
子に移乗できるなら外の空気にも触
れてほしいとの想いから、全く外へ
出ない利用者はいない。

毎月１０日を外食の日と決めていた
が、現在は自粛しており、実施でき
ていない。状況により、外出の必要
がある場合は、感染予防対策（マス
ク着用・短時間・３密にならないよう
にする　など）を取りながら、実施し
なければいけないと考えている。

51

(18)

50

49
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自己評価／ユニットＡ（かえで棟）
（事業所記入欄）

自己評価／ユニットＢ（あかり棟）
（事業所記入欄）

実施状況 実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価
（評価機関記入欄）外

部
自
己

項　　目

○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食
堂、浴室、トイレ等）が、利用者にとって不
快や混乱をまねくような刺激（音、光、色、
広さ、温度など）がないように配慮し、生活
感や季節感を採り入れて、居心地よく過ご
せるような工夫をしている

○共用空間における一人ひとりの居場所
づくり共用空間の中で、独りになれたり、気の
合った利用者同士で思い思いに過ごせる
ような居場所の工夫をしている

○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家
族と相談しながら、使い慣れたものや好み
のものを活かして、本人が居心地よく過ご
せるような工夫をしている

居室には畳とフローリングの２タイ
プがあり、それぞれに良さがある。
持ち込む品物では火気等の危険物
以外としているが、一名の喫煙者に
は場所を決め見守りの中で吸っても
らうことで制限はしていない。仏壇を
持つ利用者には毎朝、水と仏飯が
用意されている。利用者毎の想い
に寄り添い、居心地良く過ごしても
らえる配慮が窺える。天気の良い日
には寝具類を干す手間も惜しまな
い。手作りした作品なども飾られ、
明るい雰囲気になっている。また家
族が希望すれば居室での宿泊も可
能である。

リビングや台所など共有スペースに
は、季節の飾りつけや自然光が入
り、生活感のある安心できる環境つ
くりを心がけている。室温調節や明
るさの調節にも気を配り、快適に過
ごしてもらうよう心がけている。

共有スペース（リビング）では、テー
ブルの配置などに気を付け、また、
ソファーを置き、談話スペースを設
けたり、ゆっくりしたい時は離れて座
るなど自由にできる居場所の工夫
をしている。

入居に際し、出来るだけ使い慣れた
物を持参してもらい、ホームでの生
活に１日でも早く慣れてもらうように
している。しかし、心身状況や認知
症状により、今までの物が合わない
場合（例えば、ベッド）は適したもの
を準備し、快適に過ごしてもらうよう
にしている。

リビングや台所など共有スペースに
は、季節の飾りつけや自然光が入
り、生活感のある安心できる環境つ
くりを心がけている。室温調節や明
るさの調節にも気を配り、快適に過
ごしてもらうよう心がけている。

共有スペースでは、テーブルの配
置などに気を付け、また、ロビーに
は、ソファーを置き、談話スペースを
設け、居場所の工夫をしている。

入居に際し、出来るだけ使い慣れた
物を持参してもらい、ホームでの生
活に１日でも早く慣れてもらうように
している。しかし、心身状況や認知
症状により、今までの物が合わない
場合（例えば、ベッド）は適したもの
を準備し、快適に過ごしてもらうよう
にしている。

玄関を入ると安定感のあるベンチ
が置かれ、利用者には安全に靴を
脱げる（履ける）場所である。段差
箇所もあるが、自宅であれば当然
の造りで、バリアフリーだけが工夫
ではないと気付かされる。利用者の
動線上に行動を妨げる物はなく、安
心と安全を提供しながら生活を支援
している。掃除機やモップで掃除を
手伝う利用者もあり、暮らしの中で
自然な一コマである。浴室やトイレ
もきれいに掃除され、手を触れる箇
所の消毒や換気もこまめに行って
いる。強い日差しにはフィルムを貼
り調節している。騒音は無く、数か
所設置の消臭・防菌器具もあって気
になる臭いは全くない。

(20)

(19)52

53

54
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自己評価／ユニットＡ（かえで棟）
（事業所記入欄）

自己評価／ユニットＢ（あかり棟）
（事業所記入欄）

実施状況 実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価
（評価機関記入欄）外

部
自
己

項　　目

○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や
「わかること」を活かして、安全かつできる
だけ自立した生活が送れるように工夫して
いる

自室やトイレなど分かりやすいよう
に明記し、段差は手すりを配置、通
路は障害物になる物を置かないよう
に配慮し、安全に自立した生活がで
きるように対応している。

自室やトイレなど分かりやすいよう
に明記し、段差は手すりを配置、通
路は障害物になる物を置かないよう
に配慮し、安全に自立した生活がで
きるように対応している。

55
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ユニットＡ ユニットＢ

　　　↓該当するものに○印をつけてください

〇 〇

〇

〇

〇 〇

〇 〇

〇 〇

〇 〇

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（目標指標項目）アウトカム項目））(事業所記入)
　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

59
利用者は、職員が支援することで生き生きとした表情や姿がみられている。

（参考項目：36,37）

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている。

（参考項目：49）

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている。

（参考項目：38）

取　り　組　み　の　成　果

項　　目

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向を掴んでいる。

（参考項目：23,24,25）

57
利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面がある。

（参考項目：18,38）

1. ほぼ全ての利用者の

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安なく過ごせている。

（参考項目：30,31）

2. 利用者の２/３くらいの

3. 利用者の１/３くらいの

4. ほとんど掴んでいない

1. 毎日ある

2. 数日に１回程度ある

3. 利用者の１/３くらいが

2. 利用者の２/３くらいが

1. ほぼ全ての利用者が

1. ほぼ全ての利用者が

4. ほとんどいない

4. ほとんどいない

3. 利用者の1/3くらいが

2. 利用者の２/３くらいが

1. ほぼ全ての利用者が

2. 利用者の２/３くらいが

4. ほとんどいない

3. 利用者の１/３くらいが

3. たまにある

4. ほとんどない

4. ほとんどいない

3. 利用者の１/３くらいが

2. 利用者の２/３くらいが

1. ほぼ全ての利用者が
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ユニットＡ ユニットＢ

　　　↓該当するものに○印をつけてください

取　り　組　み　の　成　果

項　　目

〇 〇

〇 〇

〇 〇

〇 〇

〇

〇

〇 〇

〇 〇

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満足していると思う。

62

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟な支援により、安心して暮らせて
いる。

（参考項目：28）

63

1. ほぼ全ての家族と

2. 家族の２/３くらいと

3. 家族の１/３くらいと

4. ほとんどできていない

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求めていることをよく聴いており、信
頼関係ができている。

（参考項目：9,10,19）

64

1. ほぼ毎日のように

2. 数日に１回程度ある

3. たまに

4. ほとんどない

通いの場やグループホームに馴染みの人や地域の人々が訪ねて来ている。

1. 大いに増えている

2. 少しずつ増えている

3. あまり増えていない

4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係者とのつながりの拡がりや深まり
があり、事業所の理解者や応援者が増えている。

（参考項目：4）

68

1. ほぼ全ての家族等が

2. 家族等の２/３くらいが

3. 家族等の１/３くらいが

4. ほとんどいない

66

1. ほぼ全ての職員が

2. 職員の２/３くらいが

3. 職員の１/３くらいが

4. ほとんどいない

3. 利用者の１/３くらいが

67

1. ほぼ全ての利用者が

2. 利用者の２/３くらいが

3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている。

（参考項目：11,12）

65

（参考項目：2,20）

職員から見て、利用者の家族等はサービスにおおむね満足していると思う。

4. ほとんどいない

2. 利用者の２/３くらいが

1. ほぼ全ての利用者が

19/19


